
ね
、
グ
ロ
ビ
ウ
ス
に
会
い
、
教
授
を
紹
介
さ
れ
、
入
学
案
内
を
も
ら
っ
た
。
そ

し
、
ラ
イ
マ
ン
美
術
学
校
に
入
学
し
て
色
彩
の
明
る
い
発
色
法
を
習
得
し
た
。

関

連

事

項

水
谷
武
彦
の
帰
国

大
正
十
五
年
＿―
-
月
十
三
日
、
建
築
科
助
教
授
水
谷
武
彦
は
文
部
省
よ
り
満
二

年
の
ド
イ
ツ
在
留
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
正
木
直
彦
校
長
よ
り
文
部
大
臣
に
宛
て
た

派
述
上
申
案
（
「
匹
鐸
認
咆
千
留
学
生
、
錬
習
生
二
関
ス
ル
内
類
叱
切
」）に
は
「
派

述
ヲ
要
ス
ル
事
由
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
校
建
築
科
二
課
ス
ル
建
築
學
ハ
勿
論

一
般
工
業
的
建
築
學
二
基
礎
ヲ
四
ク

卜
雖
モ
美
術
的
特
色
ヲ
発
揮
セ
ッ
ム
ル
ヲ
主
眼
ト
シ
此
黙
二
於
テ
尤
モ
一
般

的
建
築
駆
卜
異
ル
所
ア
リ
斯
捏
ノ
授
業
指
羽
二
贋
ル
モ
ノ
ハ
最
モ
深
奥
ナ

ル
研
究
ヲ
栢
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
而
シ
テ
其
研
究
モ
血
二
図
書
上
二
於
テ
ノ
ミ

獲
取
ツ
得
ペ
キ
ニ
非
ラ
ズ
シ
テ
世
界
二
於
ケ
ル
最
古
最
新
各
種
ノ
建
築
物
ニ

接
見
ッ
テ
宜
地
的
研
究
ヲ
遂
グ
ル
ノ
要
ア
リ
此
主
旨
二
因
リ
右
水
谷
武
彦

ヲ
シ
テ
臥
洲
諸
國
二
於
テ
建
築
學
ノ
研
究
二
従
事
セ
ン
メ
ン
ト
ス

同
上
申
害
に
記
さ
れ
た
在
留
希
望
国
は
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
で

あ
っ
た
が
、
大
正
十
四
年
度
在
外
研
究
員
に
つ
い
て
は
在
留
希
望
国
を
一
カ
国

に
限
定
す
る
よ
う
文
部
省
か
ら
指
示
が
あ
っ
た
の
で
ド
イ
ツ
一
国
と
な
っ
た
。

水
谷
は
大
正
十
五
年
一二
月―
―-
+

―
日
出
発
。
同
年
七
月
、
ベ
ル
リ
ソ
に
到
府

バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
広
告
を
見
て
同
年
九
月
、
デ
ッ
サ
ウ
市
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
を
訪

の
後
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
入
学
を
決
心
し
て
、
翌
昭
和
二
年
一
一
月
、
ラ
イ
マ
ソ
美
術

学
校
の
成
績
や
履
歴
書
を
添
え
て
入
学
を
申
込
み
、
問
も
な
く
許
可
さ
れ
た
。

①
 

得
ズ

水
谷
は
日
本
人
初
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
留
学
生
と
な
り
、
同
年
四
月
か
ら
同
四
年
一――

月
ま
で
二
年
間
研
鑽
を
絞
ん
だ
（
水
谷
が
帰
国
し
た
年
の
十
月
に
山
脇
巌
、
山

脇
逍
子
の
二
人
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
入
学
し
た
）。
在
学
中
に
在
留
期
間
延
期
願

い
と
在
留
国
追
加
願
い
を
提
出
し
て
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の

教
育
課
程
を
完
了
す
る
こ
と
と
、
ア
メ
リ
カ
で
最
新
建
築
の
見
学
を
す
る
た
め

で
あ
っ
た
。
自
節
の
「
在
留
期
問
延
期
願
」
（
「
丑
詮
在
外
研
究
員
関
係
書
類

咤税」
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

在
留
期
問
延
期
願

建
築
学
習
得
ノ
必
要
上
昭
和
一
ー一
年
六
月
十
六
日
ョ
リ
拾
参
ヶ
月
間
御
延
期
願

.^S
t
a
a
t
l
i
c
h
e
 H
o
c
h
s
c
h
u
l
e
 B
a
u
h
a
u
s
 ni 
D
e
s
s
a
u
"
 

右
ハ

学
試
験
合
格
本
科
生
ト
ッ
テ

(
I
.
S
e
m
e
s
t
e
r
f.-J 
6
'r H
)
ヲ
終
了
シ

タ
ル
モ
尚
＊
（
2
.S
e
m
e
s
t
e
r,
3
.S
e
m
e
s
t
e
r,
 4.S

e
m
e
s
t
e
r)
〔
ノ
〕
―――

ゼ
メ
ス
ク
ー
引
績
キ
本
校
二
留
ル
必
要
ガ
ア
リ
マ
ス

即
チ
第
一
ゼ
メ
ス
ク
ー
ニ
於
テ
ハ
豫
備
科
ニ
テ
一
般
的
ノ
牧
育
ヲ
施
シ
第

ニ
ゼ
メ
ス
ク
ー
ニ
於
テ
ハ
更
二
双
匹
等
ナ
ル

一
般
的
ノ
数
育
ヲ
施
ン
（
或
ル

一
ツ
ノ
技
術
ノ
習
得
ヲ
義
務
的
二
課
ス
例
ヘ
バ
実
地
家
具
制
作
術
）
第

―-＿
第
四
ゼ
メ
ス
ク
ー
ニ
ハ
建
築
学
ヲ
校
内
二
在
ル
赦
室
兼
建
築
研
究
事
務

所
二
於
テ
学
ビ
マ
ス
（
校
内
二
事
務
所
ア
リ
テ
学
生
ヲ
ッ
テ
実
際
ノ
仕
市

ト
接
セ
ッ
ム
ル
ハ
木
校
ノ
特
色
ノ

ー
ナ
リ
）

期
限
以
内
昭
和
一l

一年
六
月
十
五
日
迄
ニ
ハ
第
一――
ゼ
メ
ス
ク
ー
ニ
達
ス
ル

1
ヲ

第
三
第
四
ノ
蚊
モ
必
要
ナ
ル
建
築
赦
育
ヲ
得
ル

7
ヲ
困
難
ト
ッ
マ
ス

カ
ラ
拾
参
ヶ
月
ノ
延
期
ヲ
再
ピ
御
願
ヒ
致
シ
マ
ス

ヒ
マ
ス

一入
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昭
和
二
年
七
月

郵
便
宛
先
在
蜀
乙
伯
林
日
本
大
使
館
気
付

文
部
省
在
外
研
究
員
水
谷
武
彦

T
a
k
e
h
i
k
o
 M
i
z
u
t
a
n
i
 

水
谷
は
昭
和
五
年
一
月
――
一
日
に
帰
国
し
、
復
戦
し
た
。
正
木
直
彦
の
『
十
――
―

松
堂
日
記
』
同
年
五
月
二
十
四
日
に
は
「
午
後
は
水
谷
武
彦
助
数
授
久
し
き
留

厚
よ
り
蹄
来
し
た
る
に
よ
り
パ
ウ
ハ
ウ
ス
に
就
き
て
の
講
派
を
聴
聞
し
た
り

又
尋
て
青
山
新
助
数
授
は
最
近
ペ
ル
シ
ャ
メ
ソ
ボ
ク
、
‘
、
ア
ト
ル
コ
ア
ラ

ビ
ャ
の
旅
行
よ
り
蹄
来
し
た
る
に
よ
り
旅
行
談
を
聞
き
た
り
右
終
て
雨
氏
の

歓
迎
會
を
倶
築
部
に
て
催
し
た
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

水
谷
は
在
外
研
究
報
告
の
よ
う
な
か
た
ち
で
同
年
四
月
の
『
束
京
美
術
学
校

校
友
会
月
報
』
第
二
十
九
巻
第
一
号
に
「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
は
ど
こ
に
あ
る
か
？

ど
の
様
な
過
去
を
持
つ
か
？

そ
の
目
的
は
？

そ

の

組

織

は

？

そ

し

て

|

『
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
デ
ッ
サ
ソ
（
絵
画
索
描
）
』
に
つ
い
て
ー
ー
＇
簡
単
に
」
を

寄
摘
。
さ
ら
に
左
記
の
よ
う
に
一
打
し
て
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
学
ん
だ
造
型
理
念
と

教
育
を
伝
え
る
ぺ
＜
執
縦
、
講
義
を
続
け
た
。

・
「
新
興
独
逸
と
パ
ウ
ハ
ウ
ス
」
（
『ア

サ
ヒ
グ
ラ
フ
』

――――
―一
五
、
一――――
一
六
号
、

昭
和
五
年
四
月
九
日
、
十
六
日
）

「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
建
築
に
対
す
る
主
張
」
（
『
ア
ト
リ
＝
』
第
七
巻
第
八
号
、

同
年
八
月
）

•

昭
和
五
年
十
一
月
五
日
よ
り
十
日
問

、

本
校
で
開
催
さ
れ
た
文
部
省
主
催
図

画
講
習
会
で
「
構
成
と
は
」
の
講
義
を
五
日
間
担
当
。

・
「パ

ウ
ハ
ウ
ス
の
工
作
教
育

(
W
E
R
K
L
E
H
R
E)
」
（
『
美
学
研
究
』
第
五

九
年
六
月
）

輯
、
昭
和
六
年
六
月
）

・
「
材
料
の
構
成
と
し
て
の
手
エ
」

（『学
校
美
術
』
第
五
巻
第
七
号
、
同
年
七

月
）

•

昭
和
六
年
八
月

、

本
校
図
画
師
範
科
・

日
本
図
画
手
エ
協
会
主
催
に
よ
り

、

本
校
で
開
催
さ
れ
た
図
両
手
エ
夏
期
講
習
会
で

「
建
築
構
成
」
の
講
義
と
実
習

を
担
当
。
こ
れ
は
前
年
の
文
部
省
主
催
図
画
講
習
会
講
義
の
続
き
と
言
え
る
内

容
で
あ
っ
た
と
参
加
者
の
手
記
に
あ
る
。

・
「構
成
基
礎
教
育
」
（

一
）、
（
二
）
（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
一――

十
巻
第
四
号
、
五
号
、
昭
和
六
年
十
月
、
十
一
月
）

・
「構
成
基
礎
教
育
に
つ
い
て
」
（
『
宮
山
教
育
』
ニ

ー
五
号
、
同
年
十
月
）

•
昭
和
七
年
五
月
、
凸
凹
第
七
回
展
開
催
中
、
東京
美
術
学
校
倶
楽
部
に
お
い

て
同
団
体
主
催
の
近
代
工
芸
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
森
口
多
里
、
上
野
正
之
助

と
と
も
に
講
派
し
た
。

•

昭
和
八
年
八
月

、

学
校
美
術
協
会
主
催
に
よ
り

、

土日
山
師
範
学
校
で
開
催
さ

れ
た
夏
期
図
案
指
祁
講
習
会
で
「
現
代
の
生
活
構
成
と
図
案
」
を
講
浪
、
同
年

九
月
、
『学
校
美
術
』
第
七
巻
第
九
号
に
講
油
録
収
録
。

「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
（
『
美
術
手
帖
』
八
十
二
号
、
昭
和
二
十

•

「
2
0世
紀
を
飾
っ
た
B
A
U
H
A
U
S」
(『新
建
築
』
第
二
十
五
巻
十
一
号

、

昭
和
一
―-
＋
年
十
一
月
）

『
近
代
日
本
建
築
学
発
達
史
』
（
日
本
建
築
学
会
編
、
昭
和
四
十
七
年
、
丸
噛
）
に

よ
る
と
、
帰
国
後
、
水
谷
の
研
究
は
本
校
建
築
科
の
教
育
方
針
に
は
あ
ま
り
影

密
を
及
ぽ
さ
な
か
っ
た
が
、
学
生
間
に
は
人
気
が
あ
り
、
学
生
は
水
谷
を
窓
ロ

に
し
て
国
際
建
築
運
動
の
影
喝
を
受
け
た
。
水
谷
の
造
形
理
論
に
つ
い
て
は
、
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ー
と
い
う
の
は
？

私
は
、
水
谷
先
生
の
お
か
げ
で
卒
業
で
き
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
ん
で
す
。

折
衷
様
式
的
建
築
教
育
を
受
け
た
大
沢
一
ー＿
之
助
、
岡
田
信
一
郎
、
森
井
健
介
ら

は
、
感
宜
的
に
は
理
解
し
な
が
ら
も
共
鴫
し
な
か
っ
た
よ
う
だ
と
い
う。

水
谷
は
帰
国
後
、
本
校
建
築
科
に
開
設
さ
れ
た
「
構
成
原
理
」
の
授
業
を
担

当
し
、
そ
の
色
や
形
の
構
成
か
ら
始
ま
る
バ
ウ
ハ
ウ
ス
流
デ
ザ
イ
ン
教
育
は
そ

の
後
の
学
生
た
ち
の
仕
事
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

建
築
科
を
昭
和
六
年
＿―
-
月
に
卒
業
し
た
吉
村
順
一二
氏
は
別
冊
『
新
建
築

村
順
―
―-
』
（
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
）
で
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

水
谷
武
彦
先
生
が
バ
ウ
ハ
ウ
ス
か
ら
柿
っ
て
こ
ら
れ
た
ん
で
す
。
こ
れ
は

非
常
な
刺
激
に
な
り
ま
し
た
ね
。
何
し
ろ
岡
田
先
生
は
明
治
生
命
館
で
も
わ

か
る
よ
う
に
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
様
式
主
義
者
で
し
た
か
ら
ね
。
水
谷
先
生
に

教
わ
る
よ
う
に
な
り
、
や
っ
と
新
し
い
時
代
の
息
吹
を
感
じ
ま
し
た
。
た
と

え
ば
水
谷
先
生
は
紙
を
持
っ
て
き
て
、
こ
れ
で
何
か
作
品
を
つ
く
れ
と
い
う

ん
で
す
。
そ
れ
ま
で
な
か
っ
た
こ
と
で
す
か
ら
、
戸
惑
い
ま
し
た
ね
。
今
で

は
小
学
校
で
や
る
よ
う
な
パ
ウ
ハ
ウ
ス
的
教
育
な
ん
で
す
が
、
は
じ
め
て
の

や
り
方
で
し
た
か
ら
ね
。
紙
を
切
っ
て
は
い
け
な
い
、
の
り
を
使
っ
て
も
い

け
な
い
と
い
う
の
で
、
私
は
薄
美
濃
を
た
く
さ
ん
折
っ
て
、
そ
の
上
に
土
ぴ

ん
を
の
せ
ら
れ
る
く
ら
い
立
体
的
な
も
の
を
つ
く
っ
て
、
先
生
に
ほ
め
ら
れ

，ー
ー
水
谷
武
彦
先
生
は
ど
う
い
う
感
じ
の
方
で
し
た
か
。

水
谷
先
生
は
い
ま
い
い
ま
し
た
よ
う
に
、

た
の
を
立
え
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
バ
ウ

ハ
ウ
ス
帰
り
で

し
た
か
ら
、
岡
田
先
生
と
は
対
照
的
で
、
国
際
的
で
し
た
ね
。
そ
う
い
え
ば 吉

生
活
最
小
限
住
宅
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ

私
が
卒
業
設
計
で
選
ん
だ
テ
ー
マ
は
、
最
小
限
住
宅
で
し
た
。
最
小
限
住

宅
と
い
っ
て
も
当
時
の
こ
と
で
し
た
か
ら
二

0
坪
ぐ
ら
い
で
し
た
ね
。
と
こ

ろ
が
そ
の
こ
ろ
、
卒
業
設
計
と
い
え
ば
皆
大
き
な
建
築
の
設
計
を
や
る
の
が

常
説
で
、
住
宅
な
ど
と
い
う
の
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
学
校
で
は
、

そ
ん
な
卒
業
設
計
で
は
卒
業
さ
せ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
水
谷
先

生
だ
け
が
設
計
の
慈
図
を
理
解
し
て
下
さ
り
、
非
常
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
助
け

て
く
れ
た
の
で
す
。

—
ー
ど
の
よ
う
な
設
計
で
し
た
か
。

新
し
い
住
宅
の
ス
ク
ン
ダ
ー
ド
の
あ
り
方
を
提
案
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
、
全
部
組
立
て
式
乾
式
工
法
の
住
宅
で
、
椅
子
が
す
べ
て
壁
に
引
っ
掛
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
家
具
も
い
っ
し
ょ
に
設

計
し
た
ん
で
す
。
学
校
か
ら
に
ら
ま
れ
た
わ
り
に
は
評
判
が
よ
く
、
方
々
の

展
究
会
に
借
り
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ア
イ

・
ツ
ー

・
オ
ー
ル
の
機
関
誌
に

も
載
せ
ら
れ
た
ん
で
す
。

昭
和
五
年
十
月
に
朝
日
新
聞
社
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
束
京
大
学
、
早
稲
田
大
学
、

京
都
大
学
、
本
校
の
学
生
が
新
し
い
住
宅
問
題
に
対
す
る
研
究
発
表
会
を
催
し

た
。
そ
の
際
、
本
校
建
築
科
学
生
は
一一
一
年
生
以
上
が
参
加
し
て
生
活
妓
小
限
住

宅
を
提
案
、
そ
れ
は
『
建
築
新
潮
』
第
十
二
年
第
四
号
か
ら
第
六
号
（
昭
和
六

年
四
月
か
ら
六
月
）
に
写
真
図
版
と
制
作
過
程
が
紹
介
さ
れ
、
翌
六
年
に
、
『
建

築
新
潮
』
や
『
ア
イ

・
シ
ー

・
オ
ー
ル
』
の
発
売
元
で
あ
る
洪
洋
社
か
ら
『
東

京
美
術
学
校
創
美
会
共
同
製
作

は
水
谷
の
指
函
の
も
と
に
実
現
し
た
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
水
谷
の
帰
国
に
よ
っ

て
建
築
科
学
生
の
研
究
に
変
化
が
起
き
、
評
価
を
受
け
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
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水谷武彦と生徒（同氏提供）

左より疋田玄二郎、村松作二郎、水谷武彦、

梅田良雄、吉村順三

研究発表会出品建築科生徒共同制作

集合住宅 昭和5年10月（梅田良雄氏提供）

が
あ
っ
た
と
い
う
。
『
バ

う
の
人
を
懲
か
せ
た
こ
と

は
、
編
者
の
店
問
に
対
し

卒
業
し
た
天
野
正
治
氏

建
築
科
を
昭
和
七
年
に

て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

水
谷
の
授
業
は
、
建
築
と

い
う
よ
り
そ
の
原
点
に
つ

い
て
の
事
柄
で
あ
っ
た
。

形
の
問
題
、
例
え
ば
一
枚

の
紙
を
課
題
と
し
て
出
し

て
、
折
り
た
た
ん
で
人
が

乗
っ
て
も
大
丈
夫
の
よ
う

な
う
ま
い
具
合
に
す
る
、

あ
る
固
さ
を
も
た
せ
る
折

り
紙
を
や
っ
た
。
そ
う
い

っ
た
こ
と
を
自
分
で
考
え

出
す
と
い
う
こ
と
が
大
き

い
問
題
で
、
物
の
構
成
を

―
つ
の
問
題
か
ら
考
え
出

す
の
だ
っ
た
。
学
生
の
考

え
を
引
き
出
す
と
い
う
姿

勢
で
あ
っ
た
と
思
う
。
ド

イ
ツ
で
折
り
紙
を
し
て
向

ウ
ハ
ウ
ス
』
と
い
う
雑
誌
に
水
谷
の
作
品
が
載
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
切
ら
ず

に
紙
を
た
た
ん
で
折
っ
て
立
体
に
し
た
も
の
だ

っ
た
。
自
分
た
ち
は
た
だ
た
だ

新
知
識
に
期
待
し
て
い
た
の
だ
が
、
具
体
的
な
こ
と
は
教
わ
ら
な
か
っ
た
。
ノ

ー
ト
を
と
る
よ
う
な
授
業
で
は
な
か
っ
た
。

同
じ
く
建
築
科
を
昭
和
七
年
に
卒
業
し
た
梅
田
良
雄
氏
は
紺
者
の
質
問
に
対

し
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
水
谷
先
生
が
加
困
す
る
と
き
、
学
生
は
『
パ
ウ

ハ

ウ
ス
』
と
い
う
本
に
柑
い
て
あ
る
よ
う
な
講
義
を
や
っ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
と

期
待
し
た
。
主
任
教
授
の
岡
田
信

一
郎
先
生
が
も
う
少
し
ク
ラ
ジ
ッ
ク
で
ギ
リ

ン
ャ
や
イ
ク
リ
ア
の
建
築
様
式
を
教
え
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ

へ
水
谷
先
生
は
バ

ウ
ハ
ウ
ス
を
勉
強
し
て
帰
っ
て
こ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
先
生
か
ら
ノ
イ
エ

・
ザ

ハ
リ

ッ
ヒ

・
カ
イ
ト
を
学
ん
だ
。
索
材
、
材
料
そ
の
も
の
の
良
さ
を
表
現
す
る

と
い
う
こ
と
、
例
え
ば
ク
イ
ル
を
貼
っ
た
り
塗
っ
た
り
し
な
い
、

コ
ソ
ク
リ
ー

ト
を
う
っ
た
ま
ま
、
仮
枠
を
外
し
た
ま
ま
の
面
、
つ
ま
り
素
材
そ
の
も
の
を
生

か
し
た
建
物
を
設
計
す
る
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
の
建
築
設
計
、
様
式
に
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ワ
ル
ク
ー

・
グ
ロ
ビ
ウ
ス
、

マ
ル
セ
ル

・
プ
ロ
イ
ヤ

ー

と
い
っ
た
建
築
家
の
手
法
、
理
論
＇
~
素
材
だ
け
の
面

、

そ
れ
が
デ
ザ
イ
ン
に

な
る
、
飾
ら
な
い
、
石
な
ら
石
だ
け
の
面
の
美
し
さ
ー

を
講
我
し
た
。
非
祁

に
驚
い
た
。
そ
の
影
密
を
受
け
た
の
が
吉
村
順
三
氏
で
、
氏
は
水
谷
先
生
の
イ

ソ
ク
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
建
築
設
計
様
式
を
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
建
築
理
論
を
一
番

ま
と
め
た
人
、
も
っ
と
も
代
表
的
な
、
も
っ
と
も
傑
出
し
た
人
と
言
え
る
と
私

は
思
う
。
他
の
建
婆
家
が
及
ば
な
い
、
も
っ
と
も
優
れ
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ

る
。
僕
は
他
の
科
の
何
人
か
の
友
人
に
も
、
水
谷
先
生
の
講
淡
を
聞
き
に
く
る

よ
う
勧
め
た
．
そ
の
一
人
、
内
田
邦
夫
（
昭
和
十
年
、

工
芸
科
鈎
金
部
卒
深
）

は
先
生
の
講
義
を
一
緒
に
聞
い
て
デ
ザ
イ
ン
の
基
礎
構
成
理
論
を
学
ぴ
、
そ
れ
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講
堂
の
設
計
コ
ン
ベ
で
一
一
等
宜
に
入
選
し
た
以
外
は
建
築
家
と
し
て
の
顕
著
な

え
た
影
密
は
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
勝
村
謙
一

が
一
生
の
作
品
を
支
配
し
た
。
帝
展
に
入
選
す
る
作
家
と
な
っ
た
が
戦
後
に
日

展
と
訣
別
し
て
、
水
谷
先
生
の
理
論
に
ヒ
ソ
ト
を
得
て
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
で
、

ク
ラ
フ
ト
運
動
を
始
め
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
通
じ
る
も
の

だ
。
私
が
水
谷
先
生
の
講
義
を
圃
か
せ
た
か
ら
、
死
ぬ
ま
で
私
を
恩
人
だ
と
言

っ
て
い
た
。
他
の
科
か
ら
建
築
科
の
「
構
成
原
理
」
を
頼
ん
で
聞
き
に
き
た
人

は
他
に
も
誰
か
い
た
よ
う
だ
。

昭
和
八
年
に
建
築
科
を
卒
業
し
た
石
川
恒
雄
氏
は
「
私
の
受
け
た
建
築
教

育
」
（
『
建
築
雑
誌
』
第
九
十
一
巻
第
四
号
。
昭
和
五
十
一
年
四
月
）
で
、

水
谷
か
ら

「
新
し
い
造
型
芸
術
家
達
の
構
成
原
理
の
解
説
を
聞
く
こ
と
は
大
変
興
味
深

か
っ
た
」
と
し
、
当
時
は
近
代
住
宅
の
転
換
期
で
、
当
時
は
ま
だ
、
岡
田
信

一
郎
が
講
義
で
「
最
近
は
縁
側
に
硝
子
戸
を
設
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
と

話
し
て
い
た
頃
で
、

一
般
庶
民
住
宅
は
代
の
間
が
主
体
で
、
家
具
を
配
骰
し
た

住
居
型
成
の
も
の
は
少
な
か
っ
た
が
、
そ
こ
に
、
住
の
問
題
、
集
合
住
宅
の
問

題
を
人
間
の
原
点
か
ら
考
え
直
し
、
そ
の
容
器
の
型
成
を
考
え
直
し
て
行
こ
う

と
い
う
風
潮
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
新
し
い
風
潮
の
も
と
で
、

水
谷
の
近
代
住
宅
へ
の
発
想
は
、
具
体
的
な
査
料
に
は
乏
し
い
が
、
学
生
に
与

「
日
本
の
デ
ザ
イ

ン
国
際
交
流
史
」
(
『
D
e
s
ig
n
S
c
e
n
e
十
八
号
。
平
成
二
年
七
月
）
に
よ
る
と
、

水
谷
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
留
学
の
最
後
の
六
ヶ
月
問
を
建
築
コ

ー
ス
に
学
ぴ
、
主
任

教
授
の
マ
イ
ヤ
ー
と
ッ
ュ
タ
ム
等
が
外
部
か
ら
委
邸
さ
れ
て
い
た
都
市
計
画
、

集
合
住
宅
の
仕
事
に
も
参
加
し
、
直
接
現
場
で
の
実
習
も
行
な
っ
て
い
る
と

い
う
か
ら
、
新
し
い
住
宅
建
築
に
関
す
る
造
詣
は
相
当
深
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
彼
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
に
出
発
す
る
前
の
大
正
十
三
年
に
、
早
稲
田
大
学
大
隈

業
絞
は
な
い
よ
う
だ
が
、
ご
子
息
の
千
昭
氏
に
よ
る
と
、
水
谷
は
家
で
は
恐
ら

く
個
人
住
宅
と
思
わ
れ
る
設
計
の
図
而
は
よ
く
ひ
い
て
い
た
と
い
う
。

昭
和
十
一
年
に
建
築
科
を
卒
業
し
た
大
沢
一二
郎
氏
は
「
私
の
受
け
た
建
築
教

育
」
（
『
建
築
雑
誌
』
同
前
）
に
、
「
私
が
〔
水
谷
先
生
か
ら
〕
受
け
た
も
の
は
そ

の
新
し
い
空
間
や
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
感
笈
を
も
と
に
し
た
造
形
教
育
で
あ
っ
た
。

テ
ク
ス
チ
ャ
ー
の
概
念
を
理
解
す
る
為
の
初
歩
訓
練
で
、
色
々
な
材
料
を
収
集

し
て
来
て
そ
の
表
面
の
平
滑
な
も
の
か
ら
粗
面
な
も
の
迄
も
段
階
的
に
並
べ
さ

せ
た
り
す
る
の
は
有
名
で
あ
る
。
し
か
し
芸
術
と
Il
わ
ざ
II

の
統
一
を
目
指
す

此
の
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
教
育
理
念
を
当
時
は
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

帰
国
か
ら
数
年
を
経
て
も
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
教
育
を
受
け
た
水
谷
へ
の
学
生

の
期
待
は
高
か
っ
た
。
昭
和
十
五
年
に
図
案
科
を
卒
業
し
た
小
山
泊
男
氏
は
、

編
者
の
買
問
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
先
生
に
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
話
を

何
と
か
聞
き
た
か
っ
た
。
バ
ウ
ハ
ウ
ス
と
い
う
言
葉
ほ
知
っ
て
い
た
が
、
図
案

科
で
は
先
生
の
講
義
は
叫
け
な
か
っ
た
の
で
、
ど
う
し
て
も
聞
き
た
い
と
広
川

松
五
郎
先
生
に
頼
み
、
実
技
の
あ
る
土
耀
日
の
午
前
中
に
特
別
講
義
を
一
コ
マ

設
け
て
い
た
だ
い
た
。
昭
和
十
五
年
卒
業
生
が
三
年
生
の
頃
の
こ
と
で
、
図
案

科

一
学
年
全
員
が
一
年
を
通
じ
て
講
義
を
聞
い
た
。
建
築
科
に
し
か
な
い

「
構

成
原
理
」
と
い
う
講
義
の
ク
イ
ト
ル
に
ひ
か
れ
、
原
理
的
な
こ
と
を
聞
き
た

い
、
・
ハ
ウ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う
熱
慈
か
ら
だ
っ
た
（
他
に
建
築

科
の
構
成
原
理
を
も
ぐ
り
で
聞
い
て
い
た
者
も
あ
る
）
。
水
谷
先
生
の
授
業
は
、

散
文
的
な
講
義
だ
っ
た
。
パ
ウ
ハ
ウ
ス
の
理
念
を
大
系
的
に
話
す
と
い
う
の
で

は
な
く
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
で
の
体
験
談
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
の
説
明
、
展
覧
会
の
見
訓

談
、
そ
の
デ
ィ
ス
ブ
レ
イ
の
こ
と
な
ど
具
体
的
な
話
だ
っ
た
。
雑
誌
で
ち
ら
ち
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出
張
地
伊
太
利
國
、
佛

OO西
國
、
燭
逸
國
、
土
耳
古
國
、

宜
氏
名

ら
見
る
こ
と
が
あ
っ
た
シ
ュ

ー
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
の
話
を
初
め
て
直
接
聞
い
た
。

そ
う
い
う
話
は
他
の
先
生
は
誰
も
し
な
い
か
ら
、
新
鮮
だ
っ
た
。
難
し
い
と
い

う
印
象
は
な
い
が
、
ノ
ー
ト
が
と
り
に
く
い
授
業
で
あ
っ
た
。
水
谷
先
生
の
造

形
理
論
の
本
を
欲
し
か
っ
た
が
、
ま
と
ま
っ
た
著
述
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
バ
ウ

ハ
ウ
ス
は
基
礎
教
育
の
面
で
効
果
は
あ
る
が
発
展
は
難
し
い
と
思
う
。

ま
た
、
昭
和
十
六
年
に
工
芸
科
鋳
金
部
を
卒
業
し
た
飯
田
泰
追
氏
に
よ
る

と
、
パ
ウ
ハ
ウ
ス
の
構
想
を
聞
こ
う
と
、
鋳
金
、
彫
金
の
学
生
が
自
主
的
に
建

築
科
の
水
谷
の
も
と
へ
集
ま
っ
て
い
た
。
戦
時
体
制
が
と
ら
れ
金
屈
が
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
状
況
に
な
っ
て
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
素
材
に
す
る
研
究
が
進
み
学

校
で
も
実
践
さ
れ
た
折
り
か
ら
、
機
能
派
と
い
う
何
で
も
使
お
う
と
い
う
考
え

方
や
素
材
の
活
か
し
方
に
つ
い
て
水
谷
か
ら
話
を
聞
い
た
の
だ
が
、
水
谷
の
話

か
ら
伝
統
的
な
も
の
が
洗
錬
さ
れ
た
外
国
の
息
吹
を
感
じ
と
っ
た
と
い
う
。

水
谷
は
そ
の
後
昭
和
十
九
年
に
一

旦
本
校
を
退
戦
し
た
が
、
二
十
四
年
か
ら

四
十
年
ま
で
東
京
芸
術
大
学
非
常
勤
講
師
と
し
て
「
構
成
原
理
」
を
講
じ
た
。

②

岡
田
三
郎
助
の
渡
欧

昭
和
五
年
二
月
二
十
八
日
、
岡
田
三
郎
助
は
文
部
省
よ
り
欧
州
各
国
へ
の
出

張
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
出
張
に
関
す
る
上
申
案
（
「
四
咋
版
員
関
係
占
類
叱
”
」
)
に
は

数
官
ヲ
外
國
二
出
張
セ
シ
ム
ル
件
上
申

東
京
美
術
学
校
数
授
（
勅
任
）
岡
EEl
i―一
郎
助

案

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

約
六
ヶ
月
問
ト
ス

出
張
ノ
目
的

岡
田
数
授
ハ
今
ヨ
リ
―

i

一十
除
年
前
ノ
壮
時
二
於
テ
官
命
二
依
リ
四
ケ
年
間

佛
蘭
西
國
二
滞
在
シ
西
洋
珈
ヲ
研
究
シ
帰
朝
後
本
校
数
授
二
任
ゼ
ラ
レ
テ

現
在
二
至
ル
現
代
西
詐
両
家
中
屈
指
ノ

E
碩
ナ
リ
近
ク
十
年
来
我
絵

盗
界
二
勃
興
セ
ル
壁
盆
ノ
研
究
二
就
テ
モ
同
数
授
ハ
夙
二
熱
心
ナ
ル
思
索

家
タ
リ
現
時
臥
洲
各
國
ニ
ハ
其
中
古
二
保
大
ナ
ル
焚
逹
ヲ
為
ッ
タ
ル
壁

慨
ノ
辿
跡
ヲ
完
全
二
保
存
セ
ル
モ
ノ
炒
カ
ラ
ズ
辟
士
両
研
究
者
ハ
親
シ
ク

之
ヲ
目
観
ス
ル
ニ
非
ラ
ザ
レ
バ
其
思
索
考
察
ヲ
進
捗
七
シ
メ
難
キ
モ

ノ
ア

リ
是
今
回
同
数
授
二
臥
洲
出
張
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
ク
キ
理
由
ナ
リ

出
張
旅
股
本
校
々
館
費
ノ
内
ョ
リ
支
給
ス

右
記
載
ノ
如
キ
事
俯
ナ
ル
ニ
付
岡
田
数
授
二
臥
洲
伊
、
佛
、
猫
、
士
ノ
四
ケ

國
二
川
張
ノ
御
焚
令
相
成
疫
此
段
上
申
候
也

文
部
大
臣
宛

諸
国
、

昭
和
五
年
四
月
初
二
出
痰
ッ
同
年
九
月
末
遠
帰
ス
ル
豫
定
ニ
テ

岡
田
は
同
年
四
月
十
九
日
出
発

(m頁
枚
友
会
月
報
記
事
参
照
）

・ハ
リ
に
暫
く
滞

在
し
て
三
井
家
の
依
頻
画
を
制
作
し
、
そ
の
後
大
栢
了
介
を
伴
っ
て
バ
ル
カ
ソ

イ
タ
リ
ア
を
旅
行
し
た
。
バ
ル
カ
ン
旅
行
に
つ
い
て
は
自
ら
「
巴
頭
幹

地
方
旅
行
談
」

（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
一
一
平
＇巻
第
一
号
）

し
て
お
り
、
ま
た
、
大
柄
了
介
耕
「
岡
田
先
生
の
お
供
を
し
て
バ
ル
カ
ソ
と
伊

太
利
へ
」
（
『画
人
岡
旧
一．一郎
助
』
昭
和
十
七
年
、
春
鳥
会
）
に
は
バ
ル
カ
ン
、
イ
ク
リ

ア
旅
行
に
お
け
る
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
る

r

1

日

メ

出
張
期
間

に
詳
し
く
記

尿
校
長
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